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読書集会～読み聞かせの時間より
先週浜千鳥の会の方がお見えになり、本の読み聞かせをしてくださいました。

５・６年生のみんなは、詩と絵本を読んでもらいました。どちらも命に関するお

話でした。

読 んで いた だい た詩 を紹

介します。

こ の詩 を書 いた のは 堀明

子さんというかたです。

１９ ７２ 年、 神奈 川県 生ま

れ。 小学 校よ り詩 を書 き始

める。

１９８８年、１６歳の夏（フ

ェリス女学院に在学中 ）、事

故により亡くなる。

事故がなければ鈴木先生の旦那さんくらいの年になっていたはずです。普段生

きているという喜びはなかなか実感できないものです。でも、家族や自分が病気

になったときなど、ふと「生きている」ということをありがたく思う瞬間があり

ます。私は、この詩をきいたとき、ふと息子のことを思い浮かべました。我が子

がおなかの中にいるとき、初めてムニュムニュした瞬間や、生まれた瞬間、小さ

いながらも一生懸命おっぱいを飲んだり呼吸をしながら精一杯生きようとする姿

を思い出しました。命は一つしかない大切なもの、そしていろいろなものに感謝

して生きていかなければならないことをこの詩から教えてもらった気がします。

せっかくお父さんお母さんからいただいた大切な大切な命。一つしかない命。一

度しかない人生。嫌なこともつらいこともあるかもしれないけれど、「生きている」

からこそ味わえる喜びがそれ以上に見つかるかと思います。簡単に命を捨てるこ

とがありませんように。
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前期児童会総会を終えて
先週前期児童会総会が行われました。今年度

の委員会活動を活発に行えるよう、みんなでい

ろいろいい意見を出し合うのが目的です。５年

生は、全校の前で発表するのは少々苦手のよう

で、いつもあまり手が挙がりません。確かに、

間違ったことを自分で言ったのではないかとい

う心配とか、みんなの前ではちょっと恥ずかし

いという気持ちは十分わかるのですが・・・。

５年生ともなると

そうは言っていられません 。なぜなら、学校の

リーダーだからです。

そこで、少しでも皆さん に意見を出してもら

おうと、少し荒手ではありますが、「何回発表し

たかチェックします」と、 みんなに言ったとこ

ろ・・・。意見が出るわ出 るわ。すばらしかっ

たです。事前に自分で質問 や意見を考えておい

たのですが、それは１つか ２つの人が多かった

です。しかし、チェックが 入るということで、

かなり皆さんがん

ばって質問や意見を考えた ようです。出された

考えはどれもすばらしく、 今後のそれぞれの委

員会活動に参考になったの ではないかと思いま

す。中でもすばらしかったのは、あおし君です。

ほとんどの人たちは 、「○○なのですか？」と質

問して、答えを聞いて「はい、わかりました。」と座るのですが、あおし君の場合、

「はい、わかりました。」と納得する前に、少し委員長に食い下がって、またまた

意見を述べたのです。とてもすばらしかったです。委員会活動においても、６年

生の言いなりになるだけではなく、自分の意見をどんどん出して、市浦小学校を

よりよくしていってほしいと思います。５年生の皆さん、とってもとっても立派

で先生は涙が出そうになりました。（本当です。）これを機会に、全校児童の前で

自分の考えをどんどん発表できる５年生になれることを願っています。

保護者の皆様へ

１４日（月）お忙しい中研修委員会の会議に出席いただきありがとうございました。私も

出席する予定でしたが、私用のため出席できませんでした。申し訳ありませんでした。


